
 
様式 C-7-2 

自己評価報告書 

平成 23 年 4 月 12 日現在 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 

機関番号：14501 

研究種目：基盤研究(A) 

研究期間：2008 ～ 2011 

課題番号：20240068 

研究課題名（和文）持続可能な社会のための科学教育を具現化する教師教育プログラムの開発

 

研究課題名（英文）Development of science teacher training programs for sustainable society
 

研究代表者  

 野上智行（ NOGAMI TOMOYUKI  ） 

 神戸大学・名誉教授 

 研究者番号：80127688 

研究分野：科学教育 
科研費の分科・細目：科学教育・教育工学・科学教育 
キーワード：持続可能な社会，科学教育，教師教育，科学的リテラシー，博物館 
 
１．研究計画の概要 
 本研究では，「サステナビリティ学」や
「持続可能な開発のための教育（Education 
for Sustainable Development：略称ESD）」
の射程から構想した新しいタイプの理科教
師教育プログラムを開発し，評価すること
を目的としている。そのために，神戸大学
を拠点として， 長崎大学，宮崎大学，大分
大学，県立広島大学，愛知教育大学等の大
学・ 大学院の科学教育・理科教育学と自然
科学の研究者，国立科学博物館の研究者等
が協同，連携し，学部レベル，大学院レベ
ル，専門職大学院レベルの教師教育プログ
ラム，さらには，現職教師を対象にした現
職教育プログラムや博学連携プログラムの
開発と評価に取り組むものである。  
 具体的には，ESDの観点から求められる教
師教育プログラムの目標論，方法論，内容
論，評価論を文献調査や海外調査に基づい
て理論的に検討し，仮説的なフレームワー
クを提案するとともに，具体的なプログラ
ム試案を策定するものである。 

 
２．研究の進捗状況 
 現在までの研究の進捗状況は，以下の通り
である。 
①研究枠組み及びプログラムの基本原則 

 持続可能な社会のための科学教育を具現化

する教師教育プログラムの目的論，方法論，

内容論，評価論に関する理論的フレームワー

クについて検討を加えるとともに，プログラ

ム開発のための基本原則について，その具体

化可能なプランを策定した。そのために，海

外調査（イギリス，ドイツ，フランス，ノル

ウェー，アメリカ，韓国，フィリピン等）と

文献調査を実施してきた。特に海外調査にお

いては，ロンドン大学の研究協力者にレビュ

ーを受けており，国際的な視点からの検討を

試みてきた。 
②プログラムの開発と評価 
 学部，大学院，専門職大学院，現職教師教
育，博学連携のそれぞれのレベルについて，
各担当が開発したプログラムを平成 21 年度
の講義・演習等として試行的に，平成 22 年
度では試行版を踏まえて本格的に実施し，そ
の評価と改善案の策定を目指した。また，そ
れらについて，分担研究者・連携研究者の所
属機関において相互利用をすることで， プ
ログラムの汎用可能性，普遍性についても予
備的な検討を行った。 

③研究成果の公表とシンポジウムの開催  
 本研究の途中経過における成果は，日本科
学教育学会，日本理科教育学会などの学術論
文，学会発表，シンポジウムの開催等として
公表してきている。国際会議では，主要なと
こ ろ で は ， 2009 年 の International 
Conference of East-Asian Science 
Education(EASE 2009)で 2件，2010 年の XIV 
International Organization for Science 
and Technology Education (IOSTE 2010) 
symposium で 4 件の発表を行っている。 
 
３．現在までの達成度 
 ②おおむね順調に進展している。 
（理由） 
 本研究では，研究枠組みの精緻化及びプロ
グラムの基本原則の明確化も順調に行われ
てきているとともに，第 2年次からは，実際
のプログラム開発と評価も着手されてきて
いる。これまでの 3年間の研究の成果は，以
下の 5に示すように十分に蓄積されてきてい
ると判断している。主要なところでは，雑誌



論文は 36 編中の 67％が査読付論文であり，
さらに海外でも 10 編が採択されている。学
会発表においても，その 46 件中に招待講演
が 1件，シンポジウム形式の課題研究は 2件
を企画・実施，海外発表も 4件となっている。
最終年度には，成果発表に注力するとともに，
研究全体の総括を行なう段階に到達してい
る。これらのことから，「おおむね順調」と
自己評価するものである。 
 
４．今後の研究の推進方策 
 最終年度である 2011 年度は，研究成果の
公表に注力するとともに，全体の総括を行う
予定である。前者については，すでに 2011
年 9 月に開催される European Science 
Education Research Associationの開催する
国際会議(The 9th ESERA Conference：ESERA 
2011, Lyon, France )に 6編の論文が査読付
で受理されており，本会議において国際的な
立場からの評価を受ける予定である。後者に
ついては，前述のESERA 2011 等での議論を整
理するとともに，過去 3年間の成果を統合的
に踏まえて，最終まとめとしての総括を行う
予定である。 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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